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　12月定例会が12月9日から19日までの11日間の会期で開催され、条例案件11件、
平成26年度補正予算9件、その他2件が提案、審議されました。
　また、最終日には、平成26年度補正予算1件が追加提案され、全案件が可決されました。

とこたっま決で会例定月12

会　計　名 総　　　額補　正　額

国民健康保険特別会計 33億3,425万円3,809万円

後期高齢者医療特別会計 2億1,289万円383万円

介護保険特別会計 17億8,233万円▲936万円

簡易水道事業特別会計 3億7,828万円1億2,969万円

下水道事業特別会計 13億5,866万円287万円

農業集落排水事業特別会計 2億5,852万円183万円

田富よし原処理センター事業特別会計 5,307万円85万円

上水道事業会計補正予算
3億1,701万円
5億3,423万円

収益的支出
資本的支出

940万円
1億2,754万円

総務費 ▲1,307万円・行政事務電算化事業費（社会保障・税番号制度システム整備費等）

民生費 2,614万円
6,748万円

・障害者福祉費（障害者自立支援給付費事業等扶助費）
・生活保護費（扶助費・返還金）

土木費 320万円
▲2,060万円

・道路橋梁新設改良費（消防学校周辺整備工事請負費）
・公共下水道費（下水繰出金）

消防費 108万円・常備消防費（甲府広域事務組合負担金事業）

教育費 486万円・小学校費（各小学校管理費光熱水費等）

農林水産業費 1,590万円・農地費（土地改良施設等基盤整備事業等修繕料・工事請負費・補償金）

議会の議決による処分額 ▲4億7,754万円

道路線の変更
市道1011号線（田富・
玉穂・大津線）の起点
位置を変更しました。

上水道事業会計未処分利益剰余金の処分
上水道事業会計で生じた利益剰余金の処分をしました。（議会の議決が必要）

▲1億2,754万円
▲3億5,000万円

他会計貸付積立金
建設改良積立金

内
訳
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とこたっま決で会例定月12

　子ども・子育て支援法の規定により、保育の必要性の認定に関する基準を定めます。
［制定内容］
＊保育の必要性の認定に関する基準について、必要な事項を定めます。（第1条から第4条までの構
成）
　子ども・子育て支援法による保育給付については、保護者の申請を受けた市町村が客観的基準に
　基づき区分し、認定を行います。

中央市保育の必要性の認定に関する基準を定める条例 施行期日：平成27年4月1日

　消防団員が水火災、警戒、訓練等の職務に従事する場合における費用弁償の支給額の見直しに伴
い、条例の一部を改正します。
［改正内容］
（1）水火災の場合1回につき「500円」を「1,000円」に改めます。
（2）警戒の場合1回につき「500円」を「600円」に改めます。
（3）訓練の場合1回につき「500円」を「600円」に改めます。

中央市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 施行期日　平成27年4月1日

　市、市民及び事業者等の協働による景観まちづくりを推進し、地域の特性を生かした良好な景観
の実現を図るため、その基本的事項を定めます。
［制定内容］
＊地域の特性を生かした良好な景観の実現を図るため、基本的事項を定めます。（第1章第1条から
第6章第38条までの構成）
　第2章で良好な景観の形成の推進、第3章で市民等との協働による景観まちづくりの推進、第4章で
　中央市景観審議会について定めます。

中央市景観条例 施行期日：平成27年4月1日

　景観審議会委員及び不在者投票施設における投票外部立会人の報酬を定めるため、条例の一部を
改正します。
［改正内容］
＊第2条関係
2 付属機関の委員
「景観審議会委員年額5,000円景観審議会委員（識見）1回10,000円」を加えます。
3 その他の特別職
「指定病院等の不在者投票外部立会人法第13条第2項に規定する額（10,700円）以内で、従事する時
間に応じ、任命権者が市長と協議して定める額」を加えます。

中央市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
施行期日：公布の日　平成27年4月1日（第2条関係）
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とこたっま決で会例定月12

　出産育児一時金の額について所要の改正を行うため、条例の一部を改正します。
［改正内容］
出産育児一時金39万円を40万4,000円に改めます。※総額42万円は変わりません。

中央市国民健康保険条例 施行期日　平成27年1月1日

　田富福祉公園内コミュニティーセンターの利用料の減免等の見直しに伴い、条例の一部を改正し
ます。
［おもな改正内容］
次の者は使用料を免除することができます。
（1）満80歳以上の者
（2）小学生未満の者
（3）身体障害者手帳の交付を受けている者
（4）療育手帳の交付を受けている者
　また、市内に住所を有する満70歳から満79歳までの者について、使用料を1年度あたり36回まで免
除します。

中央市立田富福祉公園条例 施行期日　平成27年4月1日

　敬老祝金支給対象者および支給金額等の変更に伴い、条例の一部を改正します。
［おもな改正内容］
　満100歳に達する者の祝金の額を30万円から10万円に改めます。

中央市敬老祝金支給条例 施行期日　平成27年4月1日

　児童福祉法の一部改正に伴い、引用規定について所要の改正を行うため、条例の一部を改正します。
［改正内容］
　児童福祉法の条ズレにより、第2条第4号中「第6条の2」を「第6条の3」に改め、「第6条の3」を
「第6条の4」に改めます。

中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例 施行期日　公布の日

　市立田富中央公民館の廃止に伴い、所要の改正を行うため、条例の一部を改正します。
［おもな改正内容］
　「中央市立田富中央公民館」を「中央市立田富北部公民館」に改めます。

中央市公民館条例 施行期日　平成27年1月1日

市立田富健康管理センターの廃止に伴い、所要の改正を行うため、条例の一部を改正します。
［おもな改正内容］
田富健康管理センターの廃止に伴い、「中央市立健康管理センター条例」を「中央市立玉穂勤労健
康管理センター条例」に題名を改めます。

中央市立健康管理センター条例 施行期日　平成27年1月1日

児童福祉法の一部改正に伴い、本条例を廃止する必要が生じたため。

中央市保育の実施に関する条例

条例改正の続き
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とこたっま決で会例定月12

平成26年第2回議会臨時会が11月27日に開催され、専決処分の承認2件、条例案件4件、
補正予算10件が提案され、審議の結果、原案どおり承認及び可決されました。

平成26年度中央市一般会計補正予算（第5号）
　市・県民税に係る還付加算金等の補正をしました。
　141万円を追加（総額125億9,398万円）

平成26年度中央市一般会計補正予算（第6号）
　衆議院議員選挙費の予算措置をしました。
　1,393万円を追加（総額126億791万円）

　人事院勧告及び山梨県人事委員会の給与に関する勧告等により、給料月額、初任給調整手当の額
及び勤勉手当の支給率を改正しました。

中央市職員給与条例 施行期日：公布の日（第1条関係）平成27年4月1日（第2条関係）

　職員の給与改定等に照らし合わせ、期末手当の支給率を改正しました。

中央市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
施行期日：公布の日（第1条関係）平成27年4月1日（第2条関係）

　職員の給与改定等に照らし合わせ、期末手当の支給率を改正しました。

中央市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例
施行期日：公布の日（第1条関係）平成27年4月1日（第2条関係）

　職員の給与改定等に照らし合わせ、期末手当の支給率を改正しました。

中央市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
施行期日：公布の日（第1条関係）平成27年4月1日（第2条関係）

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

工業用地整備事業特別会計

総務費の減額があるため補正額は0円

32億9,616万円

2億907万円

17億9,169万円

2,751万円

2億4,859万円

13億5,579万円

2億5,669万円

5,222万円

6億1,968万円

104万円

7万円

222万円

30万円

21万円

33万円

7万円

7万円

20万円

会　計　名 補　正　額 総　　　額
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平成26年第2回臨時会審議結果 ○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）

平成26年第4回定例会審議結果 ○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）

平成
26
年度
補正
予算

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決条例改正

条例
制定
改正
廃止

平成
26
年度
補正
予算

その他

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 承
認専決処分・平成26年度一般会計補正予算（第5号）

・中央市職員給与条例中改正の件

・中央市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中改正の件
・一般会計補正予算（第7号）
・国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
・介護保険特別会計補正予算（第2号）
・地域包括支援センター特別会計補正予算（第2号）
・簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）
・下水道事業特別会計補正予算（第2号）
・農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

・中央市保育の必要性の認定に関する基準を定める条例制定の件
・中央市景観条例制定の件
・中央市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例中改正の件
・中央市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例中改正の件
・中央市国民健康保険条例中改正の件
・中央市立田富福祉公園条例中改正の件
・中央市敬老祝金支給条例中改正の件
・中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例中改正の件
・中央市立健康管理センター条例中改正の件
・中央市公民館条例中改正の件
・中央市保育の実施に関する条例廃止の件
・一般会計補正予算（第8号）
・一般会計補正予算（第9号）
・国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
・介護保険特別会計補正予算（第3号）
・簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）
・下水道事業特別会計補正予算（第3号）
・農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）
・田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第2号）
・上水道事業会計補正予算（第2号）
・中央市道路線変更の件
・上水道事業会計未処分利益剰余金の処分の件

・工業用地整備事業特別会計補正予算（第2号）
・田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第1号）

・中央市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例中改正の件

・中央市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
　に関する条例中改正の件

・平成26年度一般会計補正予算（第6号）

とこたっま決で会例定月12
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で
は
11
月

に
玉
穂
総
合
会
館
で
、
約

2
4
0
人
の
地
域
の
皆
さ
ま

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
得

ら
れ
る
説
明
会
と
な
る
よ
う

要
請
し
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
検
討

委
員
会
で
は
、
産
業
振
興
機

能
の
整
備
方
針
、
駅
周
辺
地

区
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
基
盤
整

備
の
考
え
方
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
残
り
2
回
の

会
議
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

次
回
の
会
議
で
リ
ニ
ア
駅
周

辺
整
備
基
本
方
針（
案
）の
骨

子
案
が
示
さ
れ
、
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

　
中
央
市
リ
ニ
ア
活
用
推
進

懇
話
会
で
は
、
リ
ニ
ア
実
験

線
小
形
山
高
架
橋
の
視
察
を

行
い
、
超
電
導
リ
ニ
ア
の
技

術
や
特
性
を
学
び
体
験
し
、

試
験
走
行
の
様
子
を
実
際
に

見
て
リ
ニ
ア
の
知
識
を
深
め
、

よ
り
一
層
地
域
目
線
に
立
っ

て
、
今
後
の
懇
話
会
で
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
等
を
検
討

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

里山にそびえ立つ鉄塔　！？

告報政行の長市

7

中
央
市
長

田
中
久
雄

中
央
市
景
観
計
画

庁
舎
整
備

ブ
ラ
ン
ド
米
「
富
穂
」

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
係

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画

見
守
り
S
O
S

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

各
施
策
の
行
政
報
告

と
み

ほ

と
み

ほ
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庁内の連携に努める

人口減少対策の
専門部署は

金丸　俊明 議員

比
較
し
た
社
会
動
態
調
査
で

は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
雇

用
確
保
が
最
優
先
課
題
と
と

ら
え
、
撤
退
事
業
跡
地
へ
の

新
た
な
誘
致
に
努
め
て
い
る
。

②
出
生
・
子
育
て
対
策
や
、

人
口
の
定
着
・
流
入
を
図
り
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
総

合
的
な
対
策
が
必
要
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
よ
う
な

体
制
を
整
備
し
、
本
市
と
し

て
効
果
が
見
込
め
る
重
要
項

目
を
検
討
・
選
考
、
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

景
観
条
例
を
施
行

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
急
増
問
題
は

議
員

名
執
　
義
　

0

10000

20000

30000

S50年 S60年 H7年 H17年 H27年 H37年

65歳以上
15～64歳
0～14歳

S50年
S60年
H7年
H17年
H27年
H37年

3328人
5462人
5654人
5144人
4235人
3601人

8959人
14388人
19714人
21741人
19609人
17052人

1412人
2134人
3175人
4743人
7007人
8759人

13699人
21984人
28543人
31650人
30851人
29412人

55人

計不詳0～14歳 15～64歳 65歳以上

中央市の人口推計（国勢調査（H22）を基に推計）

金
丸
議
員
　
①
人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
根
本
対
策
は
、

ま
た
人
口
減
少
対
策
の
取
り

組
み
と
効
果
は

②
人
口
減
少
対
策
の
専
門
部

署
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

市
長
　
①
本
市
は
平
成
17
年

を
ピ
ー
ク
に
、
22
年
に
は
減

少
に
転
じ
、
今
後
も
減
少
傾

向
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
27
年
度
中
に
「
地
域
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
域
総

合
戦
略
」
を
策
定
す
る
た
め
、

準
備
段
階
と
し
て
過
去
の
人

口
動
向
分
析
を
行
う

　
出
生
児
総
数
か
ら
死
亡
数

を
引
い
た
自
然
動
態
調
査
で

は
、
若
干
の
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
転
入
者
と
転
出
者
を

名
執
議
員
　
①
山
梨
県
内
お

よ
び
中
央
市
の
太
陽
光
発
電

の
設
置
状
況
と
、
認
定
済
み

未
稼
動
施
設
は
。

②
大
規
模
設
備
で
懸
念
さ
れ

る
事
態
と
設
置
規
制
は
。

③
農
地
の
再
エ
ネ
事
業
へ
の

転
用
面
積
は
。

④
火
災
の
事
例
は
。

⑤
発
電
装
置
自
体
の
危
険
性

は
。

⑥
消
防
活
動
上
の
危
険
性
や

問
題
点
は
。

市
長
　
②
27
年
4
月
施
行
予

定
の
市
の
景
観
条
例
で
、
10

㎡
以
上
施
設
は
届
出
を
義
務

付
け
る
。

環
境
課
長
　
①
26
年
8
月
現

在
、太
陽
光
発
電
装
置
の
県

内
設
置
件
数
は
2
4
、

9
5
6
件
、
中
央
市
は
1
、

1
0
0
件
。
認
定
済
み
未
稼

動
施
設
は
県
1
8
、9
2
2
件
、

市
2
4
2
件
。

農
政
課
長
　
③
転
用
の
許
可

権
限
は
県
に
あ
る
。
基
本
的

に
第
1
種
農
地
の
転
用
は
な

い
が
、
本
市
で
営
農
の
適
切

な
継
続
の
条
件
付
で
設
置
し

た
事
例
が
あ
る
。

危
機
管
理
課
長
　
④
火
災
発

生
の
事
例
は
な
い
。

⑤
装
置
は
経
済
産
業
省
の
基

準
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。

⑥
事
例
が
少
な
く
、
今
後
の

検
討
課
題
。

名
執
議
員
　
①
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー
の
導
入
状
況
は
。

②
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
電

磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
は
。

③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
恐

れ
は
。

環
境
課
長
　
①
件
数
は
把
握

さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
は
実

証
実
験
段
階
で
稼
動
時
期
は

未
定
。

②
被
害
報
告
は
な
い
。

③
個
人
情
報
保
護
を
重
視
す

る
と
の
こ
と
。

【
関
連
質
問
】

▼
斉
藤
雅
浩
議
員

▼
河
西
　
茂
議
員

大規模太陽光発電施設
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除雪体制を強化する

安心安全なまちづくりは

小池　満男 議員

雪害の被害から再建されたハウス

制
作
が
望
ま
れ
る

緊
急
時
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

92
人
。
残
り
31
人
は
事
前
相

談
時
に
対
応
し
た
。

③
計
画
承
認
申
請
書
を
提
出
。

県
の
指
示
で
事
務
手
続
き
を

進
め
る
。

④
資
材
、
人
材
が
間
に
合
わ

な
い
現
状
。
繰
り
越
し
要
請

し
て
い
る
。

環
境
課
長
　
⑤
罹
災
証
明
書

発
行
件
数
で
87
件
、
公
共
施

設
の
雨
樋
破
損
や
施
設
損
壊

は
24
件
な
ど
で
、
1
8
8
件

が
国
、
県
へ
の
報
告
と
な
っ

て
い
る
。

危
機
管
理
課
長
　
⑥
降
雪
時

の
配
備
体
制
、
建
設
協
力
会

に
よ
る
除
雪
体
制
の
強
化
、

市
民
・
自
治
会
へ
の
対
応
基

準
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

各
種
災
害
対
策
は
関
係
機
関

と
連
携
し
、
体
制
を
構
築
し

た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
田
中
健
夫
議
員

▼
田
中
輝
美
議
員

問質般一

小
池
議
員
　
①
野
菜
栽
培
用

ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
春
野
菜
な

ど
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
大

幅
な
減
収
が
生
じ
た
が
、
雪

害
で
被
災
し
た
農
家
数
は
。

②
相
談
会
へ
の
参
加
者
は
。

③
県
に
提
出
し
た
書
類
の
内

容
は
。

④
国
の
復
興
補
助
は
延
長
さ

れ
る
か
。

⑤
物
置
、
雨
樋
、
カ
ー
ポ
ー

ト
等
の
被
災
状
況
は
。

⑥
地
域
防
災
計
画
改
定
の
進

捗
状
況
と
取
り
組
み
は
。

農
政
課
長
　
①
国
に
申
請
し

て
い
る
農
家
数
は
1
2
3
件
。

②
個
人
面
談
へ
の
参
加
者
は

設
楽
議
員
　
①
「
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
す
る
考

え
は
。

②
自
閉
症
の
理
解
、
支
援
の

た
め
の
研
修
を
幅
広
く
実
施

す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
。

③
要
援
護
者
名
簿
で
、
発
達

障
が
い
者
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
①
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
活
用
も
検
討
す
る
。

②
自
閉
症
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
は
必
要
。
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
活
用
と
合
わ
せ
検

討
す
る
。

福
祉
課
長
　
③
要
援
護
者
名

簿
に
、
障
が
い
の
区
分
は
あ

る
が
、
発
達
障
が
い
の
方
の

特
定
は
で
き
な
い
の
が
現
状
。

設
楽
議
員
　
育
児
相
談
、
情

報
提
供
、
人
材
育
成
な
ど
の

機
能
を
持
つ
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
。

市
長
　
児
童
館
は
11
カ
所
、

他
町
村
に
比
べ
多
く
配
置
さ

れ
て
い
る
。
一
元
的
機
能
を

持
っ
た
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

今
後
の
庁
舎
統
合
の
中
で
検

討
し
た
い
。

理
解
を
深
め
た
い

発
達
障
が
い
者
の
緊
急
時
対
応
は

議
員

設
楽
　
愛
子



問質般一
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総合事業で多様な
サービスを展開

介護予防給付見直しで
地域支援事業は

田中　輝美 議員

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
設
置
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

良
質
な
水
準
を
確
保
す
る

子
育
て
支
援
は

議
員

木
下
　
友
貴

田
中
議
員
　
介
護
保
険
制
度

改
定
に
よ
り
要
支
援
の
通
所

介
護
と
訪
問
介
護
が
外
さ
れ

る
。
住
ん
で
い
る
地
域
の
違

い
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
料

金
に
差
が
出
る
の
で
は

①
要
支
援
者
へ
の
対
応
は
。

②
市
民
の
不
安
解
消
は
。

③
現
時
点
で
の
準
備
状
況
と

今
後
の
課
題
は
。

市
長
　
介
護
保
険
制
度
改
正

で
、
市
独
自
の
総
合
事
業
に

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
不
安
視
す

る
声
も
あ
る
が
、
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
展
開
の
チ
ャ
ン
ス
と

い
え
る
。
こ
れ
ま
で
も
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
中
心
に
、
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

今
後
も
高
齢
者
が
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
努
め

た
い
。

高
齢
介
護
課
長
　
①
面
談
を

行
い
、
必
要
な
人
に
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

②
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
個

別
に
対
応
し
、
本
人
、
家
族

の
不
安
解
消
に
努
め
る
。

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
基
盤
整
備
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
事
業
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

木
下
議
員
　
①
子
ど
も
子
育

て
支
援
制
度
の
保
育
の
理
念

は
。

②
新
制
度
に
お
け
る
保
育
水

準
の
確
保
は
。

③
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る

地
域
型
保
育
事
業
の
基
準
、

安
全
性
の
確
保
は
。

市
長
　
①
基
本
理
念
に
3
項

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
策
定

中
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

子
育
て
支
援
課
長
　
②
条
例

で
、
保
育
園
等
の
施
設
運
営

上
の
最
低
基
準
を
定
め
た
。

③
受
け
入
れ
る
乳
幼
児
数
に

よ
る
保
育
士
等
の
配
置
基
準

を
設
け
て
い
る
。
国
の
基
準

に
基
づ
き
、
良
質
な
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
。

木
下
議
員
　
①
街
灯
の
整
備

方
針
は
。

②
防
災
行
政
無
線
を
補
う
、

他
の
確
認
手
段
は
。

③
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
情
報

発
信
は
。

総
務
課
長
　
①
指
定
通
学
路

と
主
要
幹
線
は
市
が
設
置
。

そ
の
他
は
3
分
の
2
を
補
助
、

自
治
会
が
設
置
。

危
機
管
理
課
長
　
②
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
月
間
約

1
8
0
件
、
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
登
録
者
約
7
8
0
人
。

政
策
秘
書
課
長
　
③
導
入
し

た
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

（
S
N
S
）
の
、
ど
の
シ
ス

テ
ム
が
有
効
か
検
討
し
て
い

る
。

【
関
連
質
問
】

▼
田
中
輝
美
議
員

▼
田
中
健
夫
議
員

認定こども園　わかばナーサリー

地
域
包
括
ケ
ア
会
議
の
様
子

訂
正
と
お
詫
び

（誤）小池満男議員
（正）小池章治議員

第35号（12月1日発行）の10ページで
金丸俊明議員の一般質問の関連質
問者に誤りがありましたので、訂
正しお詫びします。
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

豊
富
小
学
校
遊
具
の
修
繕
の
内
容
は

中
央
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
中
改
正

〈
総
務
課
〉

問
　
都
市
計
画
審
議
会
委
員
の
報

酬
が
6
、
5
0
0
円
に
対
し
、
景

観
審
議
会
委
員
の
報
酬
が
5
、

0
0
0
円
と
決
め
た
経
緯
は
。

答
　
近
隣
市
町
に
確
認
し
、
法
令

審
査
会
で
決
定
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
プ
リ
ン
タ
ー
の
カ
ラ
ー
イ
ン

ク
の
購
入
と
あ
る
が
、
管
理
は
ど

こ
か
。

答
　
政
策
秘
書
課
の
企
画
情
報
担

当
で
行
っ
て
い
る
。

問
　
経
費
削
減
の
考
え
の
も
と
、

コ
ピ
ー
用
紙
の
管
理
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

答
　
管
財
課
で
一
括
購
入
し
て
管

理
し
て
い
る
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問
　
豊
富
小
学
校
遊
具
の
修
繕
と

あ
っ
た
が
、
前
回
遊
具
を
移
動
し

た
際
、
危
険
な
遊
具
は
撤
去
し
た

経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
内
容
は
。

答
　
屋
外
の
吊
り
下
が
り
ロ
ー
プ

が
経
年
劣
化
に
よ
り
2
本
切
れ
た

た
め
修
繕
を
す
る
。

厚
生
常
任
委
員
会

祝
金
を
減
ら
し
た
分
は
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の
か田富福祉公園の温泉（ジャグジー）

中
央
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例
中
改

正〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
自
治
会
の
75
歳
以
上
に
1
人

当
た
り
2
、
5
0
0
円
支
給
し
て

い
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
交
付
金
は
ど
う
な
る
か
。

答
　
今
ま
で
ど
お
り
。

問
　
1
0
0
歳
の
場
合
30
万
円
が

10
万
円
に
な
る
が
、
77
歳
、
88
歳
、

99
歳
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
77
歳
、
88
歳
、
99
歳
は
現
状

ど
お
り
。

問
　
祝
金
を
減
ら
し
た
分
は
ど
の

よ
う
に
使
用
す
る
の
か
。

答
　
地
域
支
援
事
業
な
ど
高
齢
者

に
と
っ
て
必
要
な
事
業
に
力
を
入

れ
る
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
田
富
福
祉
公
園
の
お
風
呂
の

ジ
ャ
グ
ジ
ー
4
つ
の
う
ち
3
つ
が

弱
く
、
修
理
の
見
込
み
は
。

答
　
ポ
ン
プ
の
不
具
合
等
に
よ
り

生
じ
て
い
る
。
今
後
修
理
し
て
い

き
た
い
。

経年劣化により修繕する遊具（豊富小）



産
業
土
木
常
任
委
員
会
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開
発
行
為
の
制
限
に
つ
い
て

視察研修
日　程：平成26年11月7日（金）
視察先：埼玉県行田市

閉会中の勉強会
日　程：平成26年10月31（金）
テーマ：中央市の防災体制全般について

　行田市は、平成23年より人口減少対策に
取り組み、平成26年度には定住促進計画に
基づき各種事業を展開しています。
　平成22年の国勢調査で県内の市でワース
ト2が取り組みの発端とのことです。若手職
員5名による検討会、研究発表会という大胆
な発想のもとスタートし、定住促進、交流
促進を基本とした「住まい行田プロジェクト」
を発足。現在その成果が出ています。子育
て世帯定住促進奨励金対象者は、平成26年
度　60世帯・218人に及びます。企業立地促
進事業では、4社で雇
用131人となっています。
市税が増え、地域経
済の活性化の効果が
あったと評価しており、
取り組み姿勢が参考
となりました。

　昨年の市内の大雪、広島県の土石流、長
野県の地震による大きな災害はそれぞれ甚
大な被害を受けました。そんな中、市の防
災、減災の取り組みについて再確認し、意
見交換を行いました。災害対策本部の設置、
市内の危険個所の把握、情報提供、総合防
災訓練等、市の最新の取り組みを確認し、
昨年発生した急傾斜地の崩壊、台風18号、
19号による被害と情報収集の状況などを把
握しました。特に豪雪被害を教訓に「降雪
時対応基準（素案）」を作成し、災害に備
える体制整備を進めてい
る点は今後期待するとこ
ろです。玉穂地区神明川
の氾濫危険個所、豊富地
区前山の崩落危険個所を
現地視察し、早急な対策
を実感したところです。

大鳥居地区の農村景観

中
央
市
景
観
条
例
制
定

〈
都
市
計
画
課
〉

問
　
開
発
行
為
の
制
限
に
つ
い
て

詳
細
説
明
を
。

答
　
地
域
ご
と
に
制
限
事
項
を
定

め
て
い
る
。
市
街
地
景
観
形
成
地

域
を
例
に
と
る
と
建
築
物
の
高
さ

は
20
ｍ
以
下
、
た
だ
し
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
工
業
専
用
地
区
は

30
ｍ
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

屋
根
に
つ
い
て
は
四
角
い
陸
屋
根

で
は
な
く
出
来
る
だ
け
勾
配
屋
根

と
し
、
屋
上
に
設
け
る
施
設
に
つ

い
て
は
、
露
出
し
な
い
よ
う
に
す

る
。
店
舗
の
看
板
は
、
過
度
の
光

量
や
け
ば
け
ば
し
く
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。
太
陽
電
池
の
モ
ジ
ュ

ー
ル
の
色
は
黒
色
で
低
彩
度
の
目

立
た
な
い
も
の
と
し
、
反
射
等
を

十
分
考
慮
す
る
な
ど
周
辺
の
景
観

に
違
和
感
が
な
い
よ
う
高
さ
や
色

彩
を
制
限
し
て
い
く
。

平
成
26
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

〈
水
道
課
〉

問
　
上
水
道
事
業
会
計
か
ら
借
り

入
れ
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
上

水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
い
く
ら
借
り
入
れ

を
す
る
の
か
。

答
　
約
5
億
円
あ
り
、
そ
の
内
約

1
億
2
、
7
0
0
万
円
を
借
り
入

れ
す
る
。

問
　
借
り
入
れ
を
し
な
く
て
も
成

り
立
っ
て
行
け
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。
ま
た
、
良
い
水
が
出
る

と
聞
い
て
い
る
が
井
戸
で
対
応
で

き
な
い
の
か
。

答
　
料
金
改
定
を
平
成
29
年
4
月

に
予
定
し
て
お
り
、
独
立
採
算
性

を
考
え
、
取
り
組
む
。
井
戸
に
つ

い
て
は
、
枯
渇
の
恐
れ
が
あ
り
、

10
年
前
に
広
瀬
ダ
ム
の
水
を
利
用

す
る
計
画
を
し
た
が
、
現
状
で
は

不
足
し
て
い
な
い
。
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　日帰りで長野県の最南端に位置する平谷
村を訪問し、研修テーマの農業経営の多角化・
6次産業化について研修会を実施しました。
平谷村は標高900ｍの高原で平地の少ない典
型的な山村であり、人口も500人余りで県下
最小の村ですが、耕地面積も少なく、農業
も零細であるにも関わらず、早くから6次産
業化へ取り組みを進めてきた村です。役場
担当者より6次産業化への取り組み状況や問
題点などを聞き、大変参考となった研修会
でした。

視察研修
日　程：平成26年11月14日（金）
視察先：長野県平谷村

　平成26年第4回定例議会に、新たに制定さ
れる予定である中央市景観条例が提出される
ことから、事前に条例内容を勉強しておくこ
とが重要であるため、都市計画課の担当職員
から条例内容の説明を受け、理解を深めました。

閉会中の勉強会
日　程：平成26年10月29日（水）
テーマ：景観条例制定に向けた取り組み等について

　横浜市にある先進的取り組みをしている「サ
ービス付き高齢者住宅」を運営している学
研ココファンを視察しました。この施設は、
国土交通省と厚生労働省が共同所管となっ
ていることからも、単に高齢者の住まいと
しての位置付けだけでなく、全国に40万人
以上といわれる特別養護老人ホームの待機
者の解消や、在院日数の短縮による退院患
者の在宅復帰先としての機能も期待されて
おり、今後10年で60万戸の整備目標が掲げ
られています。

視察研修
日　程：平成26年11月13日（木）
視察先：㈱学研ココファン（神奈川県横浜市）

　保険課長から国民健康保険制度、保険税、
被保険者、医療費などの推移の説明を受けま
した。超少子高齢社会を迎え、団塊世代の方々
が高齢者の仲間入りをします。安定した事業
運営に向け、徴収率の向上、収入未済額の減
少を図り、今後も保険給付費の増加が見込ま
れることから、医療費の抑制につなげるため
にも健康の増進や生活習慣病の予防などの市
民の健康づくりの必要性を感じました。

閉会中の勉強会
日　程：平成26年11月6日（木）
テーマ：国民健康保険制度全般について

研
修
で
訪
れ
た

道
の
駅
信
州
平
谷
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任期
平成27年2月20日～
　平成31年2月19日

関原1285番地
渡 辺 　 亨

東花輪434番地
田中　　清

西花輪261番地7
齊 藤 雅 浩

極楽寺1289番地1
金 丸 俊 明

井之口597番地
木 下 友 貴

上三條90番地26
田 中 輝 美

臼井阿原683番地
小 池 章 治

布施1833番地
河 西 　 茂

布施2051番地
関 　 敦 隆

山之神4番地91
名 執 義 　

中楯1325番地
伊 藤 公 夫

東花輪372番地
田 中 健 夫

若宮22番地13
宮 川 弘 也

井之口603番地
井 口 　 貢

大鳥居3018番地
福 田 清 美

極楽寺427番地
山 村 　 一

上三條522番地
田 中 一 臣

西花輪2628番地1
山 本 國 臣

　1月25日に中央市議会議員一般選挙が行
われ、市民の代表として市政を担う新議員
18名が当選しました。
　また、2月20日より新議員（第4期議員）
による議会がスタートしました。今後も議
会活動に対して、ご理解とご協力を賜りま
すようお願いします。

※
掲
載
順
は
期
別（
旧
町
村
を
含
む
）・
年
齢
順
で
す
。
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大畠山外七字恩賜県有財産保護組合議会定例会
西日向外三山恩賜県有財産保護組合議会定例会
広報編集委員会
三郡衛生組合議会定例会
山梨県市議会議長会定期総会
山梨県後期高齢者医療広域連合組合議会
産業土木常任委員会勉強会
庁舎整備特別委員会
総務教育常任委員会勉強会

7日
7日
14日
16日
23日
28日
29日
30日
31日

10月

広報編集委員会
議会運営委員会
厚生常任委員会勉強会
総務教育常任委員会行政視察研修
厚生常任委員会視察研修
産業土木常任委員会行政視察研修

4日
5日
6日
7日
13日
14日

11月

2日
9日
12日
12日
19日
22日
25日
25日

議会運営委員会
第4回定例会開会
庁舎整備特別委員会
リニア中央新幹線対策特別委員会
第4回定例会閉会
東八代広域行政事務組合議会定例会
中巨摩広域事務組合議会定例会
甲府地区広域行政事務組合議会定例会

12月

19日
20日
25日
27日
28日
28日

庁舎整備特別委員会
議会運営委員会
中巨摩広域事務組合議会臨時会
第2回臨時会
三郡衛生組合議会定例会
議会改革推進委員会

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

3月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に、傍聴においでください。平成27年3月定例会の予定

午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

開　会
総務教育常任委員会
厚生常任委員会
産業土木常任委員会
一般質問

（火）
（木）
（金）
（月）
（火）

10日
12日
13日
16日
17日

午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

一般質問
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
閉　会

（水）
（木）
（月）
（火）
（木）

18日
19日
23日
24日
26日

　JR東海によるリニア中央新幹線の事業
説明会が平成26年11月6日に玉穂総合会
館において行われ、住民240人が参加し
ました。質問では工事内容や振動・騒音・
電磁波の問題、特に用地補償に関する質
問が多くありました。
　また、リニアのルートが田富北小学校
の敷地を横断するため「校舎、体育館、
プール、グラウンドを一体として移転し
てもらいたい」とJR東海から示されました。
　リニア中央新幹線対策特別委員会では、
今後も市民目線で諸問題について必要な
調査を行い、検討し、報告していきます。

リニア中央新幹線対策特別委員会

　庁舎整備特別委員会では、これまでに5回の特別委
員会が開催され、意見、協議を重ねて来ました。
　本特別委員会では、合併後に行われてきた庁舎整
備に関する経過や特別委員会における審議内容・意
見等の中間報告を行い、12月定例会において、市議
会として現時点における当局への提言、要望として
庁舎整備の進め方・統合庁舎の規模や機能・支所機
能と残存する空きスペース・財源確保と合併特例債
充当対象事業について「中央市庁舎整備基本計画策
定にあたっての提言書」を提出しました。
　これからも必要に応じ特別委員会を開催し、庁舎整
備に関する諸問題等について調査・検討していきます。

―当局に提言書を提出―

庁舎整備特別委員会



〒
4
0
9
-3
8
9
2
 

山
梨
県
中
央
市
臼
井
阿
原
3
0
1
-1

0
5
5
-2
7
4
-8
5
1
6

16

山之神

伏見　荘二

中央市は美人の名産地

　36年前に甲府からリーバーサイドに移ってき
ました。新興住宅地で自由な気風が気に入りま
した。しかし、長男の小学校の運動会ではビッ
クリしました。全校児童が地元の民謡「粘土節」
を寸分の狂いもなく、力強く大地を踏みつけ砂
埃を上げて踊るのではありませんか。
　なんという郷土愛、そしてその歌の内容は、
氾濫で流された釜無川の土手の構築に駆り出さ
れた若い男女の中に、それはそれは姿も声も美
しい「おたか」が男たちを励まして、7年もの
工事を成し遂げたという実話なのです。
　日本中にもこんな地域を救った美人の民謡は
ありません。130年も後の世に語り継がれる美
人伝説は、中央市の町おこしになると思います。
　「OTK8」とか名付けて女子ユニットを作り、
今風のサウンドとスタイルで、マスコミを巻き
込み売り出したらいいかも？とボケた頭で考え
ながら、今日も釜無川の土手を散歩するオジン
です。

　ある新聞紙上に高齢者デモ隊の話が出ていた。
目的は私利私欲ではなく、国家の為になる事柄
だという、元気な高齢者に頭が下がる気がする。
　中央市のことぶきクラブ会員は2千名になん
なんとする。各自が健康長寿のため自己管理をし、
通院数を1回減らしたとしても、医療費の削減
は多大で、国策に沿うことになる。
　心が老いてはだめだ、いつでも心は明るく爽
やかに、前向きに保ちたいものだと、常日ごろ
から考えている。
　過日ことぶきクラブ、障害者福祉会と小学校
5年生との交流グラウンド・ゴルフ大会が開か
れ小生も参加した。若者は高齢者から種々知識を、
われわれは若さを大いに吸収し大いに有意義な
ひとときであった。
　こんな歌がある、「頭の洗濯生きがいに何か
ひとつの趣味持って、長生きしろよボケたらだ
めだ」。
最後に1句
「起てシニア　より良い国を　次世代に」
エイ、エイ、オー！

高部

後藤　正興

起て！シニア

　今議会は改選前最後の議会でした。また、開会直

前に国会が解散され、総選挙が行われているさなか

の議会となりました。いろいろと慌しい時期でした

が一般質問、条例・予算審議において、活発に議論

されました。また、庁舎整備の問題では市長に対し、

議会として提言を出すことも出来ました。

　この第36号をもって現編集委員での発行は最後と

なります。この4年間はレイアウトの変更も行い、

少しでも市民の皆様に分かりやすい議会だよりを目

指して編集委員一同、作業を行ってまいりました。

紙幅の都合もあるなかで、どれだけ分かりやすく議

会の様子を伝えられるか、試行錯誤はつきません。

今後も編集委員の皆さんによる引き続きの頑張りで

よりよい議会だよりとなることを願っています。

［木下友貴］
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　　　　　　小池　満男　福田　清美
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